小説解析フォーマット
このドキュメントはStoryAIの小説解析フォーマットとして用意したものです。それ以外の用途での利用はお控えください。小説解析は、長文の小説を解析するためのフォーマットです。空白行のない小説は脚本形式（一行単位）をご利用ください。
利用できるファイルフォーマットはtxtとdoc、docxになります。

タイトルについては、アップロード画面で投入してください。

↓タイトル
巡礼の旅、その終焉
←ココから
　黒鉛の大海の中でひときわ輝く青い星。過去には緑豊かだったと歴史書には書いてあったが現在では赤い大地と青い海に支配された、荒涼とした世界だった。それでもまだ、青い海だけが残っているだけ、惑星マーズよりはずっとマシだった。少女の小さなため息に、これまでの逃避行の疲労がにじみ出ていた。少女はその金色の長く美しい髪を一つにまとめ、肩に垂らしていた。安堵とともにまだ追っては後ろについていたので、その赤い眼差しは不安に満ちていて、うくしい顔に浮き出た目の下のくまが、彼女の苦労を物語っていた。
ココまで→　が解析の一単位です。

　ただし、一字下げも一単位として処理されます。そのため
←ココから
　フォエミナは始まりの日を思い返していた。今から86日前のあの日、彼女は惑星クロノスに居た。そして、惑星クロノスの執政を握るザ・グローブ教団の最高幹部でもあった。
ココまで→　も解析の一単位です

「教皇、いえ、お父様。お顔がすぐれませんがお体に異常はございませんか？」
　教皇ゼフィリヌスは59歳。この惑星の平均寿命が95歳であるし、日頃の体調管理もモニタリングは完璧で昨日までは何事もなかった。しかし、今朝から顔色は土色になっており、何かがおかしい。
「体が、だるい・・・。ただの風邪かもしれんからな・・・しかし、食欲もない・・・すまぬが今日の公務はお前に代わってもらえぬか？」
「えぇ・・・問題ないですわ、お父様。いえ、教皇猊下。」
　そうして、あの日は始まっていった。
　フォエミナは父教皇の代わりに神に祈り、公務室にて惑星ゼウスの執政官ルキウスとの会談をこなしていた。
　そして、その時が来た。
　公務室の扉が大きく開き、フォエミナ付きの助祭アズナブール女史が慌てて入ってきた。
「教皇代行猊下！教皇猊下が、お父上が、いま亡くなられました！すぐにお部屋に！」
　教皇代理フォエミナは、一瞬目を細めたが、ルキウスが居たため至極冷静に振る舞った。
「助祭アズナブール、わかりました。すぐ行きます。ルキウス殿、そういうことですから、今日の所はお引き取りを。」
「そうでございますね。かしこまりました、ではゼウスの執政に関する要望については落ち着いてからでも、もう一度。今日の所はこれで。」
そう言って部屋を出ようとするルキウスだったが、去り際にこう言った。
「教皇猊下におかれまして、誠に残念でございました。」
その瞬間的な不敵な笑みを、フォエミナは見逃さなかったが、今は証拠も何もないため拘束は出来ない。
「お父様！」
　帰らぬ父に駈け寄るフォエミナ。だが、当然だがゼフィリヌスの魂は天に召していた。ただの肉塊と化したその骸に涙を流したとしても、何も戻っては来ない。フォエミナはあまり感情を表に出さない娘だった。その為、こんな状況でも涙も見せない。人は高貴な人物としての職責が先に来ているのだと評価した。
　実際はそうではない。彼女には感情が今はまだ無かったのである。

↓中見出しです。中身だしにフラグを立てます。ここでは●がフラグです。この場合は感情解析の対象となります。その他に「◯」「■」「□」が使えます。

●ゼフィリヌスの死
　ゼフィリヌスの死が発覚してから1時間の間に、枢機卿のすべてがその場に集結していた。
　
　一つ、勇気のヘリムーポ
　一つ、忠信[footnoteRef:1]のタダノブ [1:  ”ちゅうしん”] 

　一つ、仁義のオノアー
　一つ、礼智のマテナサーゴ
　一つ、公正のカタパタン
　一つ、孝悌のポスヴァニア
　一つ、節制のメトロギア

　ここに、”博愛のベネヴォレンシア”であるフォエミナを加えた8名の枢機卿による次期教皇選挙「コンクラーヴェ」を行う必要が出てきた。通常は、枢機卿は無条件で選挙に参加できるものであったが、実際には「聖典」と呼ばれる聖遺物を一つ所有していなければいけなかった。
　だが、最も最後に付与された博愛のベネヴォレンシアの聖遺物はクロノスには無かったため、暫定付与されていた。また、教皇の娘というところも大きく、教皇が生きている間は特に誰もその点に関して口出すことを控えていた。
　しかし、この状況下においてコンクラーヴェを行うと言うことは、正当な後継者であるという証明が必要となる。もう父の、教皇の加護の元、教皇代行や政務官代行を続けることは出来ない。それはフォエミナにもよく分かっていた。
　ここからは自分だけの力で生きなくてはいけない、フォエミナはそれを痛感していた。父親の影響力は偉大で、代行公務を幾度か行っても、何一つ決められない事もよくわかっていた。そのため、”礼智のマテナサーゴ”ことザメンホフ枢機卿は、フォエミナにこのように初めて口火を切った。
「フォエミナ教皇代行、いえフォエミナ枢機卿。真剣に新たな教皇を決めるときが訪れました。神との契約に従いコンクラーヴェを行い、我々枢機卿の、あなたを含めた八徳人[footnoteRef:2]の中から決めなければいけません。しかし、申し訳ないがあなたにはそのコンクラーヴェに参加する資格がない。」 [2:  ヴァーチャ　オブ　ホハト] 

淡々とした口調でザメンホフは事実を告げた。怒りよりも事実を突きつけられる方がこの状況下では最も辛い。
「・・・資格がないのは存じております。ですが、私は教皇の、いえ父の遺志を引き継ぎこのクロノスとオリュンポス惑星連合に平和と繁栄を与えねばならないと考えております。」
　いまのフォエミナにはこういうのが精一杯であった。本当は、あと数ヶ月もすれば、洗礼の旅と称して彼女は一人の修行者として地球に赴くはずであった。
　本来的に言えば、枢機卿になるものは助祭、司祭、司教と経験の上、枢機卿になるべく修行を行い、その達成者の中から特筆すべき者だけが、カーディナルカラーを身にまとうもの「枢機卿」となるのであった。
　しかし、彼女は教皇の娘というだけで一切の修行と経験を無視し、最初から国家運営の中枢にいたし、教団の幹部としてその美貌とも相まって、次の代表かのように振る舞ってきた。
　それが他の枢機卿からは面白くなかった。たった一人、”孝悌のポスヴァニア”ことポセイドニオス枢機卿を除いては。子供の頃から一緒に育ったポスヴァニアは、なんとかして彼女をこの窮地から救いたかったから、とっさに口添えをした。
「卿[footnoteRef:3]等も、フォエミナ枢機卿がどれだけ頑張られてきたのか見て来ただろう。なにも、教皇になるかどうかのコンクラーヴェの参加すら拒否することはなかろう！」 [3:  けい] 

だが、他の枢機卿からも不満と嘲笑が出てきた。
「ふん、ポセイドニオス。貴様はフォエミナ様にぞっこんだからな。貴様は教皇の地位など欲しくないのは知ってはおるが、公正に欠ける支援は身を滅ぼすぞ。」
　このように発言したのは”公正のカタバタン”こと、シャラニ枢機卿であった。枢機卿の中で、もう一人の女性でありフォエミナへの嫉妬も含まれていた。
「僭越ながら、シャラニ女史。貴殿も嫉妬が混じっていては公正な判断では無いと見受けるが。それよりも、フォエミナ様の洗礼の旅を早め、地球から”聖遺物となった聖典[footnoteRef:4]”を取ってきてもらい、期日までに戻ればコンクラーヴェに参加できる。それで良いではないか？」 [4:  メモリー] 

　ポセイドニオスがそのように言った事で、フォエミナは救われたが外宇宙にあるクロノスから地球におもむき、またクロノスにまで戻ってくるために与えられた時間はたったの180日しか無い。
　通常の洗礼の旅と比較しても半分以下だ。常識を失っている。フォエミナも即答を避けていたが、意を決して声を発した。
「わかりました。それでは、早速行ってまいります。その間の公務を”忠信のノブヤス”ことモトヤス枢機卿にお願いしたいと思いますが、皆様如何でしょうか？」
　この意見には一瞬の静寂の後、すっと手が上がり、
「異議なし」
と言って、7名から満場一致の回答を得た。ノブヤスは忠信と言われるだけあって、枢機卿の中でも徳に秀でた人物であり、混乱を抑えられる唯一の人物だというのは誰が見ても明らかだった。

↓解析したくないけれども、グラフにアノテーション（追加情報の表示）したい場合は中見出しに「◆」か「◇」をフラグとして立てます。
◆父の遺骸とのお別れ
　教皇の遺骸は聖なるものとして、そのまま保存するのが習わしで、その日のうちに防腐加工と真空加工を施し、コンクラーヴェをするまで保存することになった。生き返りはしないが、こうすることによって混乱を最小限にとどめようとしていた。
　しかし、何者かによって謀殺されたことはすぐに外に伝わるのは時間の問題であり、フォエミナの教皇代理としての最後の仕事は公共放送を通じて、教皇が病死と発表し、遺骸をコンクラーヴェが行われる180日まで一般公開するとした。
　こうすることで、人民の混乱と、いらぬ嫌疑から解放される。そして、フォエミナの洗礼の旅も発表され、モトヤス枢機卿の教皇代理の就任も発表された。
「お父様、それでは行ってまいります。神の世界から私を見守っていて下さい。」
　神の世界とはザ・グローブ教において、地球そのものだという解釈と、かつての地球で神の存在が指し示したように別の次元の話という節があった。だが、フォエミナはゼフィリヌスから既に聞いていたから、死とは別次元への移動手段にすぎないと思っていた。
　だから、父親がたとえ肉の塊なろうと塩の柱になろうと、それはこの世での終わりであって、あちらの世すなわちあの世の出来事とはリンクしない。これが輪廻転生の始まりであり、終わりでもある。
　地球までの道のりは約90日。そこから聖遺物を探すのにどれぐらい掛かるのかによってギリギリに帰れるのか、時間がすぎてしまうのかが決まってしまう。フォエミナは焦りからか、足早に惑星クロノスの軌道エレベータへ急いだ。

←ココから（これはアンチパターンの例です）
惑星クロノスとその属星であるオリンポス星団は、複数の星系を統治している惑星連合体である。

ギリシア神話の通り、オリンポス12神の始まりであるゼウスを産んだのがクロノスであるから、始まりの地をクロノスとつけ、初めての属星をゼウスとした。そして、そのゼウスから拡大していった惑星たちは、オリンポス12神になぞらえていた。

また、古の言語では神の単位は柱であることから、必ず新たな惑星には巨大な成層圏まで届くピラーが建てられた。

殆どはコストの問題で、軌道エレベータとして作られ、宇宙からおもりを付けたワイヤーを吊るしたものだけだったが、運搬目的としてはとても有用だった。

古典SFの様にオービタルリングが作られることは無かった。それは、コストの問題があったからだ。同様に、破壊兵器としての人工惑星も作られることはなかった。
シンボリックピラーは500億KRONOS COIN（KC）程度で作れるから建設しているだけであった。しかし、オービタルリングはその数千倍のコストが掛ったし、運用コストも桁違いだ。

また、同様に巨大なカタパルト・デッキ「マスドライバー」をクロノス上に建設していないのにも意味があり、燃料が無駄だからだ。　地球と比較しクロノスの化石燃料やレアメタルはとても少ない。そうなると長距離用のイオンドライブと新開発のフュージョンドライブをメインに使う必要があり、それが最も力が発揮できる場所が宇宙だ。
　
また、燃焼プロセスにも問題があり、大気の成分が微妙に違うため、地球のような燃焼効率を得ることが出来ない。そういうこともあって、衛星軌道上に儲けた、宇宙型マスドライバーを使った慣性射出とフュージョンドライブによる加速、イオンドライブによる低燃費の超距離航行が一般的となっていった。

地球から遠く離れた外宇宙に存在するクロノスのような惑星で生きる新たな人類は、旧世紀の侵略者である新大陸の発見者よろしく、その土地に適合し土地の文化を否定し、そして大きく発展してきた。
ココまで→　が解析単位になってしまうので、解析したい場合は、きちんと空白行を開けてください。

　
　当然このクロノスという星には、現世人類が存在していた。
　ただ、知能は地球人類でいうところのクロマニョン人程度であったから、駆逐するのは容易ではあった。その後、遺伝子のコントロールによりクロノス人として再構築するなどの、地球で定められた宇宙法から逸脱した行為は合ったが、それらは第一次移民団に黙殺されたのだ。
　そうして、幾年物歳月が経ち、地球人類の移民団と遺伝子操作された新クロノス人の融合が進んでいった。まるで、日本書紀や古事記に書かれる物語のような話であったし、シュメール人の挿話の様でもあった。

　地上から宇宙のマスドライバーステーションに移動する間、フォエミナは禁断の書とされた創星秘話をもう一度読んでいた。正直、フォエミナにとってこの話はとても嫌な話であり、封印したい事実でもある。だが、教皇になると宣言したのだから清濁を併せ持つ覚悟を持った。
「私たち、人類の歴史は常に血と傲慢で塗り固められている・・・」
　つまりは、自分たちは神であったのだ。
　クロノス人からみたら、天孫降臨であり、自分たちはニニギノミコトそのものだ。乗ってきた宇宙船はアメノトリフネであろうし、クロノス人と恋に落ちた青年はスサノオでもある。
　私たちは天津神であり、クロノス人の初代の王がオオクニヌシであり国津神である。神話など事実を神格化したものにすぎないということをフォエミナは深く胸に刻んでいた。
　彼女はマスドライバーまでの1時間、クロノスの重力から逃げるように不思議に体にかかる負荷が徐々に解け、自分を縛る見えない紐が次第に解けていくこの感覚に、不思議な高揚感を覚えていた。
　彼女はマスドライバーの港内に着きカウンターで身分証を見せると、すぐさまプライベートシップのエントランスに通された。代々引き継がれてきた宇宙艦艇レオナルドの発進準備はほぼ整っていた。
　これは教団のものではなく、教皇になる前のゼフィリヌスが個人的に所有していたもので、彼女に生前贈与されていた。
　このフリートはオートパイロットシステムが搭載され、殆ど一人で運転が可能だ。また、短距離ではあるが超高速航行機能がついている。いわゆる小さなワープをすることが出来る。だが、それも数光年程度の距離を縮めるだけで、エネルギーをチャージするまでに数日は掛かる。

　そして、発進するまでの順番を待っていた。
　プライベートフリート用のラウンジで、ノンカフェインのミントティーを飲んでいると、彼女は声をかけられた。
「相席、良いか？ここしか空いて無くてさ。飲んだらすぐに出るよ。」
男はあまり表情を見せないタイプの長身の男だった。体つきからすると、おそらく何かの訓練を受けているタイプで、手の平のタコをみると、可能性としてはアルマのパイロットの可能性があった。
　フォエミナはこの際、このラウンジにいる人間ならそこまで問題はないだろうと思い、少しだけ心を開いて見せた。
「えぇ、大丈夫ですよ。私も、しばらく一人だったので、もしよかったら少しお話しませんか？」
「おー、あんた意外と軽いねぇ。ナンパ成功だと思ったら、逆にナンパされちまったよ」
　そういうと、二人は声を出して笑った。フォエミナは父親の死を受け入れてから、いや、公務を引き受け始めてから笑うことはめっきり減った。ふと、この青年をみると、どこか懐かしく心を許せる気がした。
　しかしフォエミナは、
（いえ、こう云うときこそ気を引き締めないと。こういう男に引っかかって誘拐される女性も旅先では多いわけですし・・・）
と少しだけ警戒をすることにした。
「あっ、俺の名前はルクレティウス。退役軍人だ。これから地球に行こうと思っていて、知り合いの船に乗せてもらうために、ここに来たんだ。」
「そ、そうなんですの。ホホホ、私の名前はフォ、フォウ。お父様が4番目に生まれた子供ということで英数字の名前をつけたらしいの。ホント失礼しちゃうわ！」
　フォエミナはとっさに嘘をついた。自分の名前を告げることでこの男、もしくは回りにいる、反ゼフィリヌス派が動き出す可能性もあった。
　顔は大きなサングラスと、ストールで髪を隠しているから芸能人のお忍び旅行ぐらいには思われているだろうし、髪も金髪を短くカットし、黒のウィッグで判らなくしていた。
　長距離の洗礼の旅の途中で殉教した事にされるのは大いに警戒すべきだと、ポセイドニオスからアドヴァイスを受けていたからだ。
　「ちなみに、俺が乗る事になる知り合いの船っていうのはレオナルドっていう地球の伝説的な絵師の名前をつけた船らしくってさ。」
フォエミナはその小さな口を最大限大きく開けて、時を止めていた。まさに開いた口が塞がらないである。
「おい、どうした？何か、あるのか？」
言葉にならない状態から、脳を再起動するまでに数秒を要したフォエミナがようやく、しどろもどろになりながら言葉を発した。
「え、あーーっと、その、ですねぇ・・・、ちなみにあなたにその船に乗れと言ったのは誰ですの？」
そして、止めをさす一言をルクレティウスは特徴的な白い歯を見せて、ニッコリと笑いながらこう言った。
「ポセイドニオスって人さ！」
フォエミナは、あまりの出来事に前につんのめり、テーブルにドンッ！とおでこをぶつけてしまった。
「ど、どうした？大丈夫か？ポセイドニオスさんって、そんなにヤバイ人なのか？俺からみたら、とてもいい人のように見えたけどなぁ？」
ルクレティウスの頭の上には？？？が浮かんでいるのがよく見えた。
「え、と、お、オホホホホ！ポ、ポセイドニアスさんはとーーーっても良い人ですのよ！何も問題ありませんわ！オホホホホ！」
「そっかそっか、やっぱり俺の目には狂いはなかったな！」
フォエミナは心のなかで、
（この男、天然か？何も考えていないのか？それにしてもポセイドニオスは、勝手に護衛を付けようとしていたのね・・・）
などと考えていたが、
（とりあえず、容姿は悪くないし、体も大きい。元軍人なら守ってくれそうだし、何よりも天然過ぎて悪さはしそうにないから、まぁ、大丈夫かな）
と、打算的に年頃の女子的に考えていた。フォエミナは教団に入る前は普通に働いていたため、打算的な女子のような直感が働くこともある。聖女と崇められていても二面性を持つのはいつの世も同じであった。

そんなやり取りをしていると、グランドアテンダントがそっと二人に寄ってきた。
↓台詞の途中で改行していても」があるところまで全て連結し、一文として処理します。
「お客様に搭乗のご案内を申し上げます。地球行き、レオナルドは1010[footnoteRef:5]に出発可能
です。現在の便から数えて３便目となります。ご搭乗のご準備をお願い致します。」
↑ココまでを台詞として処理します。  [5:  ひとまるひとまると発音] 

「ありがとう、わかったわ。それじゃ、ルクレティウスさん、私の護衛を頼めるかしら？」
ルクレティウスは今一わからない感じで「？」となっていたが、
「ポセイドニオスから聞いていなかった？私があなたの雇い主、フォエミナ枢機卿よ」
そこまで言うと、ルクレティウスは椅子から立ち上がり、最敬礼の姿勢を取った。


　宇宙艦艇レオナルドが停まるデッキ。
　その艦艇は純血の処女とも言うべき美しさだった。元々は宇宙戦艦だったものをクルーザーのように改修したものだ。
　そのため、兵器を積むことも出来るが艤装で現在は見えなくしている。艦首にはフュージョンドライブの莫大なエネルギーを使った巨大なエネルギーキャノンも付いたままだが、現在は封印されている。
　また、艦橋は第一艦橋と第二艦橋の他に船底に第三艦橋があり、これが反重力装置も兼ねていた。
　重力がある星でも、空中浮遊して置くことが出来る。
　一説によると、人型に変形していた時期も合ったそうだが、コストとメンテナンスの問題から現在は封印しているらしい。
　二人は早速、乗り込むと第一艦橋からコントロールを行った。ガイドロボットとAuI（Argument Intelligence）が支援するため、二人は殆どオートパイロット／オートライフを体感していた。
　それでも、惑星の外に出ることは少ないため、発進シークエンスの真似事をして発進までの時間を潰していた。
「艦内各部問題なし、オールグリーン。目標、太陽系第三惑星 地球。到着予定日時は90日後の宇宙歴0220年9月20日15時17分と想定。まずは、第一中継地、太陽系外縁コロニー【ラクシュミ】」
そうして、出発の時間が来た。マスドライバーにセットされ、慣性重力でスウィングバイの軌道を取る。
「カウントダウン入ります。10,9…5,3,2,1 行って来ます。またね、クロノス」
　リアのカメラが撮影するクロノスが徐々に小さくなる姿を見ながら、ここから巡礼と洗礼の旅が始まるのだと、フォエミナは思った。
　地球までの40光年は簡単な旅ではない、また自分の命を狙う輩も多いと思っているため、細心の注意を払いながら進む必要があった。
　出港から、約1日が経ち航行にも慣れてきた頃、それは訪れた。フォエミナはバスルームに、ルクレティウスはブリッジで暇を持て余していた。唐突に襲いかかる爆音と激震が、予想していたとしても、やはり不安にかられる。
　ブリッジの索敵結果では、軍艦クラスの艦艇と機動鎧装[footnoteRef:6]が5体ほど出撃していた。このアルム達からは人間の体温を検出できていない。AIなのか、遠隔操作[footnoteRef:7]なのかはまだわからなかった。 [6:  アルマと読む]  [7:  ワイヤレスコントロール] 

「迎撃できないのかよ！」
という質問に、Argument Intelligence[footnoteRef:8]であるサポーター【プラトン】はそっと、迎撃プランを提示してきた。質問に対する、適切な回答方法で適切なプランを返すのがサポーターの役割である。 [8:  拡張する知性、AuIとも書く] 

　だから、今回の場合は音声だが、音声で返してもコミュニケーションを求めているわけではないから、手元のホログラムディスプレイで、対応方法のリストを提示していた。
　すでに、自動で外敵からの攻撃に対するシールドは展開済みで、艦内には衝撃波だけが伝わり、そのたびによろけるルクレティウスであった。
　【プラトン】が提示した４つのリストの中で、一つだけ気になる物があった。それは、封鎖されているはずのカタパルト・デッキにオーディナリィ=アルマがあり、それに乗って迎撃が出来るとある。
　ルクレティウスは軍でオーディナリィ=アルマを操縦するパイロットであり、迅速に【プラトン】に指示し、出撃のサポートを行う様に指示した。しかし、この艦艇の承認はすべてフォエミナがもつため、ルクレティウスだけでは動いてはくれない。
「こんな時に悠長に風呂になんか入っているなんて・・・早く出てきてくれ・・・」
　ジリジリと時間だけがすぎていく感覚に苛立つルクレティウスは、座っていた椅子の手すりを何度か叩いていた。その時、扉が開き、半乾きの金髪を横に振りながら、フォエミナは現れた。
「悠長で悪かったわね。とりあえず、おまたせ。プラトン、だっけ？ 彼の提案だけど、もちろん、Go Live！」
プラトンは、承認プロセスのときだけ音声出力に変わる。
「イエス、マム」
よっしゃ来いとばかりに、ルクレティウスはプラトンに質問した。
「プラトン、格納庫に案内してくれ！」
「その必要はありません。そのままにしていて下さい」
その瞬間、ルクレティウスは椅子ごと真下に消えた。
「ウワァァッッッッ！！！！」
彼の悲鳴がブリッジに響いた。


ブリッジとアルマのコクピットは直結していて、そのまま乗り込むことが出来た。そして、AuIがすでに発進可能状態にしていた。ただ、火が入ったそのコクピットは、彼が見てきたコクピットとは全く異なるものであった。
　Argument Reality（拡張現実）と光学カメラによるスクリーン。従来のコクピットはリアルな映像は使わず、すべてフルリアルタイムレンダリングされたCGで再現されていた。
　それは宇宙空間での戦闘では、上下左右の感覚が無く、天地が存在しないため、独特の浮遊感が現実的な感覚を狂わせるため、相当に古い機体でない限りは、Virtual Reality（人工現実感）によるコクピットの実装が普通であった。
　しかし、その代償として、人間の感覚と機械が再現した現実との間に微妙なラグが存在し、それをAIが補っているのだが、どうしても最後の最後、紙一重の誤差を埋めきることは、この時代になってもまだ出来ていない。
　ところが、このアルマに搭載されているARはそのラグを埋めてくれるし、エッジコンピューティングでリアルタイムに情報を処理してくれる。結局のところ、戦争も戦闘も勝利を決めるのは情報の差であり、行動の正確さに勝るものはない。
　最近ではArtificial Intelligence（人工知能=AI）も進化し、WBAIが提唱していたような、自律した知能、全脳思考化された知性を手に入れつつあるようで、兵器は人の命を消耗しないように、AIに任せるのか、人によるワイヤレスコントロールにシフトしていくのが常識であった。
　つまり、このルクレティウスが今乗っているアルマは従来の常識を完全に無視した、人の命を戦場に晒すための機械なのである。
「よし、このアルマを立ち上げるぞ、どうすればいい？」
ルクレティウスは早速操縦桿を握るが前後上下にも動かず、フットレバーもない。どうやって動かすのだろうか、と不思議がっていると、プラトンが話しかけてきた。
「まず、このマシンはアルマではありませんよ、サー。この機体はオーギュメント=アルマ。動く鎧です。そして、【彼】はその一号機で名前を【ハオウジュ】と言います。どうです、強うそうでしょう？」
「はいはい、そうだな。このハオウジュとやらの装備を教えてくれ。」
「ハンドガンと輝刃、それからククトス・ニードルと呼ばれるオールレンジ兵器がありますが、現在のあなたでは適合できないと思われます。」
「まぁ、それだけあればいいか。それで、どうしたら動かせる？」
「簡単です。念じればいいだけです。動けと念じて下さい。あとは私とヒュパティアにおまかせあれ。」
「ヒュパティア・・・？まぁ、いいか。それじゃ頼むぞ、プラトン、ヒュパティア。」
「イエス、サー」
「動けよォッ！」
　そう言って、操縦桿を強く握ると、コクピットが起き上がり、寝そべっていた、オーギュメント=アルマ一号機ハオウジュが立ち上がったようだ。カタパルトに移動すると、そのまま射出された。
「君、気をつけて、死なないでね」
彼女の声が聞こえてきた。
「お嬢、あぁ、必ずな！」
「いくぞ、ヒュパティア！」
そう搭載されたコンピュータの名前を呼ぶと、
「100年ぶりの実戦ですから、ワクワクですわね！」
　ヒュパティアと呼ばれたAuIは、あり得ない機動をとり、敵を圧倒していった。
それが、すべての始まりであった。
続く
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